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近年，フェルダジルラジカルを用いた強磁性鎖ベースの梯子鎖 (フェロレッグラダ

ー)が複数合成されており，様々な特異な相図が得られている  [1]．我々はこれまで

に，格方向の反強磁性相関が強い (strong-rung)3-Br-4-F-V において臨界磁場近傍の

三次元秩序相境界がマグノンの三次元ボースアインシュタイン凝縮  (BEC) の量子

臨界性に従うことを報告した  [2]．  本公演では，足方向の強磁性相関が強い

(strong-leg)3-I-Vと 3-Cl-4-F-Vについて，これまでに報告した結果[3，4]をまとめ，

新たに磁気熱量効果測定の結果も加えて，三次元秩序相境界の臨界性を議論する． 

図に示したのは，種々の

測定から得られた，3-I-V

と 3-Cl-4-F-V の飽和磁場

近傍の三次元秩序相境界

である．磁化による結果は

共に 1 K 以下でよい線形

性を示しており，この振る

舞いが strong-leg 型に普

遍的なものであることを

示唆している．他の測定法

の結果からも，3-I-V では

1 K 以下，3-Cl-4-F-V では

0.4~0.8 K の範囲で線形な

領域が確認できた．この

strong-leg 型に共通な線形

性の起源の一つとして，強

磁性鎖に由来する擬一次元的な BEC[5]の可能性を議論する．  
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図：(a) 3-I-V (b) 3-Cl-4-F-V における磁化(χ)，

比熱(C)，磁気熱量効果(MCE)から決定した飽和

磁場近傍の三次元秩序相境界．  


